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特定外来生物コクチバスによる小型哺乳類の捕食事例

久保　星 1・遊磨正秀 2,3

A Japanese grass vole Microtus montebelli was found in the 
stomach contents of a smallmouth bass Micropterus dolomieu 
collected in Kizu River, Kyoto Prefecture, Japan on June 3, 
2021. This is the first report of mammal predated by smallmouth 
bass. Japanese grass vole is ranked Near Threatened (NT) in 
Kyoto Prefecture. In the future, accumulated information on the 
feeding habits of smallmouth bass will reveal the effects on do-
mestic organisms, including mammals.
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 Abstract

コクチバスをはじめとする捕食により在来生物へ様々

な影響を与える外来種において，与える影響を正しく理解

するためには，食性を記録・報告し，知見を集積すること

が重要である．しかし，国内において先に分布が拡大し，

全国各地で食性の研究が盛んに行われているオオクチバス

と比較すると，コクチバスの食性を研究し，報告した事

例は少ないのが現状である．食性の研究事例の多いオオク

チバスでは水生生物だけでなく小型哺乳類を捕食する事例

も報告されおり，日本国内においては，ヒミズ Urotrichus 

talpoides (Temminck, 1841) の捕食（中野・西原，2005）や

アカネズミ Apodemus speciosus (Temminck, 1844) の捕食（杉

山，2003）が報告されている．原産国のアメリカでは小型

哺乳類の捕食事例として，齧歯目のハタネズミ属やブラリ

ナトガリネズミ属，アメリカカヤネズミ属，コミミトガリ

ネズミ属，トガリネズミ属，ホシバナモグラ属，モリト

ビハツカネズミ属，シマリス属の捕食が報告されている

（Hodgson and Kinsella, 1995; Lundgren et al., 2012）．しかし，

コクチバスによる哺乳類の捕食事例は日本国内のみならず

原産国でも報告されていない．

本研究では，京都府南部を流れる木津川において採集

したコクチバスの胃内容物から小型哺乳類であるハタネズ

ミ Microtus montebelli (Milne-Edwards, 1872) が確認された

ので，ここに報告する．

材料と方法
2021年 6月 3日，淀川の 1支流である木津川の泉大橋

下流約 500 mの左岸（34°44′35.2′′N, 135°48′58.1′′E）にて竹

ヤスを用いて採集を行った．採集したコクチバスは 5 kg

のばねばかりを用いて湿重量（g）を現場で測定し，氷蔵

にて持ち帰った．持ち帰ったコクチバスは全長（mm），標

準体長（mm）を折れ尺で，開口時の口径縦幅（mm），開

口時の口径横幅（mm）をノギスでそれぞれ測定後，開腹し，

胃内容物を取り出した．取り出した胃内容物は，湿重量（g）

を電子天秤で，全長（mm）をノギスでそれぞれ計測し，

10%ホルマリン水溶液で固定した．胃内容物から出現し

た生物のうち，哺乳類に関しては胃から取り出した時点で

コクチバス Micropterus dolomieu Lacepède, 1802 は北

米の五大湖周辺から北米中東部が原産の国外外来種であ

る（藤田，2019）．主に魚類や甲殻類，水生昆虫類など

を捕食する肉食性であるため（Scott and Crossman, 1973; 

Clady, 1974; Coble, 1975; Frey et al., 2003；淀・井口，2003，

2004），生態系に甚大な被害をもたらすことが危惧されて

おり，2005年に施行された「特定外来生物による生態系

等に係る被害の防止に関する法律」に基づき「特定外来生

物」に指定されている（環境省，2005）．しかし，釣り目

的の密放流（藤田，2019）などにより，近年，国内での生

息水域の拡大が著しい（国土交通省，2020）．コクチバス

は同属のオオクチバス M. salmoides (Lacepède, 1802) に比

べ，流水や冷水を好むため，これまでオオクチバスの定着

が困難であった河川中流から上流域などに定着し，オオク

チバスから食害をうけることのなかった在来生物に対して

も被害を与えることが懸念されている．
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外部形態からの同定が困難であったため，頭骨標本を作成

し，阿部（2007）に基づいて頭骨の形態から同定を行った．

魚類は明仁ほか（2013）に基づいて同定を行った．

結　　果
採集されたコクチバスは 1個体で，全長 443 mm，標準

体長 396 mm，開口時の口径縦幅 46.1 mm，開口時の口径

横幅 65.3 mm，湿重量 1,350 gであった（Fig. 1）．解剖時

の生殖腺の肉眼観察よりオスと判断され，採集時，卵のあ

る産卵床付近で定位していたことから，卵保護オスと考え

られた．

供試個体の胃内容物として，哺乳類が 1種（Fig. 2A）

と魚類が 1種（Fig. 2B）それぞれ 1個体ずつ確認された．

確認された哺乳類（全長 129 mm，湿重量 48.03 g，Fig. 3）

は頭骨の骨口蓋後端中央の中隔が翼状骨間窩に向かってな

だらかに下がり，中隔と第 3臼歯の内側のあいだにくぼみ

がある点（Fig. 3A），下顎第 1大臼歯が後環の前に 5個の

閉鎖三角形がある点（Fig. 3B），耳骨胞壁が厚くスポンジ

状である点（Fig. 3C）などから，齧歯目ネズミ科ハタネズ

ミ属のハタネズミと同定された．魚類はスズキ目ハゼ科チ

チブ属の 1種（全長 53.1 mm，湿重量 2.23 g，Fig. 2）であっ

たが，調査地点が河川中流域の純淡水域であり，コクチバ

ス採集の際にヌマチチブ Tridentiger brevispinis Katsuyama, 

Arai and Nakamura, 1972が同所的に多数見られたことから，

ヌマチチブと判断した．

考　　察
胃内容物から出現した小型哺乳類はハタネズミであっ

た．ハタネズミは本州（佐渡島含む）・九州に分布する日

本の固有種で，農耕地（水田・畑・果樹園など）や河川敷，

湿原，造林地，天然林などに生息する（金子，1975）．ま

た，同種は病害動物，また農林業上の害獣として認識され

ている一方（白石，1967），京都府では河川敷の樹林化に

よる河川草原の衰退，農地のあぜ道等の改変，背の高い外

来植物の優占などを理由に分布域が縮小しており，個体数

も減少していることから，準絶滅危惧種に指定されている

（村上，2015）．ハタネズミは，自ら泳ぐことはないが，水

田などの浅い水辺を渡るためや洪水時に岸に達するために

遊泳することがある（金子，1975）．そのため，今回捕食

されたのは何らかの要因で水辺に泳ぎ出たか，もしくは水

辺に落下及び流下した際に捕食されたと推察される．

オオクチバスによる小型哺乳類の捕食はこれまで数件

報告（Hodgson and Kinsella, 1995；杉山，2003；中野・西原，

2005; Lundgren et al., 2012）されてきたが，コクチバスが

小型哺乳類を捕食した事例は本報告が初である．原産国に

おいては，コクチバスによる哺乳類の捕食事例自体はない

Fig. 1. The smallmouth bass (443 mm TL), which was preying on Japanese grass vole Microtus montebelli and Tridentiger brevispin-
is.

Fig. 2. Stomach contents of the smallmouth bass. (A): Japanese grass vole Microtus montebelli. (B): Tridentiger brevispinis.
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ものの，ネズミを捕食する可能性については指摘されてい

る（Sanderson et al., 2009）．国内においてコクチバスは近

年，急激に分布を拡大しており（国土交通省，2020），被

害の報告や食性の研究については増加傾向にあるものの，

オオクチバスと比較すると少ないのが現状である．今後，

コクチバスの哺乳類も含めた在来生物への影響を明らかに

するため，今後も様々な季節や場所において調査，研究を

行い，知見を集積することが重要であると考えられる．
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